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長
、
小
沢
一
郎
経
営
学
部
教

授
、
宮
岡
孝
之
法
科
大
学
院

教
授
、
棟
居
快
行
法
科
大
学

院
教
授
、
根
岸
徹
郎
法
学
部

教
授
や
専
大
関
係
者
の
ほ

か
、
近
隣
住
民
、
学
生
ら
約

90
人
が
参
加
し
、
ワ
イ
ン
と

ト
ー
ク
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
年
は
「
ワ
イ
ン
と
映
画

〜
映
画
に
登
場
す
る
ワ
イ
ン

た
ち
」
と
題

し
、
講
師
で

あ
る
ワ
イ
ン

輸
入
販
売
業

の
江
畑
進
一

氏
が
『
ロ
ー

マ
の
休
日
』

『
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
』
な
ど

名
画
に
登
場

す
る
ワ
イ
ン

と
そ
の
背
景

や
エ
ピ
ソ
ー

ド

を

語

っ

た
。
会
場
か

ら
の
質
問
も

多
数
寄
せ
ら

れ
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
解

説
し
た
。

　
平
成
最
後
の
園
遊
会
が
11

月
９
日
、
東
京
都
の
赤
坂
御

苑
で
開
か
れ
、
日
髙
義
博
理

事
長
が
富
佐
子
夫
人
と
と
も

に
出
席
し
た

写
真
。
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の

主
催
で
、
雨
の

中
、
各
界
の
功

労
者
ら
約
１
８

０
０
人
が
招
か

れ
た
。
日
髙
理

事
長
は
２
０
１

１
年
の
秋
の
園

遊
会
に
続
き
、

２
回
目
の
参
加

と
な
っ
た
。

読み終えた本を学生生活を支
える奨学金として活用させて
いただきます

専修大学創立140年・石巻専修大学
創立30年記念事業募金

チェア募金

古本募金
～本で繋ごうオール専修の絆～

募金ご協力のお願い
専修大学の教育・研究活動、学生支援、教育施設
整備のため、皆様のご支援ご協力をお願いいた
します。

キャンパス整備、教育研究充実、奨学金制度充実、国際
化推進、スポーツ振興などに活用させていただきます

靖国通り神田新校舎（仮称）で使用する椅子の整備に充
てます
募集期間　2020年3月31日まで

払い込みには、金融機関・ネットバンク、コンビニ、ク
レジットカードのご利用が可能です

専修大学募金局　
TEL 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp
https://www.senshu-u.ac.jp/about/donation/

お問い合わせ
校
友
会
情
報

〈
岡
山
支
部
総
会
〉

▽
12
月
26
日
（
水
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
徒
歩
７

分
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き

び
」
問
横
田
好
雄
氏
☎
０
８

０
・
３
５
２
９
・
１
３
６
３

紹  介

校
友
新
社
長

加
嶋
伸
彦
氏
（
か
し
ま
・
の

ぶ
ひ
こ

平
元
経
営
）
㈱
Ｌ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
住
宅
研
究
所
代
表

取
締
役
社
長
兼
ア
イ
フ
ル
ホ

ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
に
11
月
１
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
住
宅

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

運
営
。

選
　
挙
　
結
　
果

神
奈
川
県
二
宮
町
長
選
挙

（
11
月
18
日
投
開
票
）

▽
村
田
邦
子
氏
（
む
ら
た
・

く
に
こ

昭
56
文
）

　
少
年
少
女
二
人
の
鬱
屈
し

た
感
情
を
描
い
た
短
編
『
僕

の
災
い
』
で
２
０
１
２
年
、

新
潮
社
「
女
に
よ
る
女
の
た

め
の
Ｒ
｜
18
文
学
賞
」
読
者

賞
を
受
賞
。
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ

ー
を
飾
っ
た
。

　
今
年
は
こ
の
デ
ビ
ュ
ー
作

収
載
の
短
編
集
『
負
け
逃

げ
』
が
４
月
に
新
潮
文
庫
か

ら
発
刊
さ
れ
、
ほ
か
に
『
仕

事
は
２
番
』
と
『
君
に
言
え

な
か
っ
た
こ
と
』（
い
ず
れ

も
短
編
集
）
を
上
梓
し
た
。

創
作
の
〝
根
っ
子
〞
に
あ
る

の
は
故
郷
・
福
島
県
南
相
馬

市
だ
。

　「
集
団
の
中

で
の
孤
独
や
心

の

隙す
き

間ま

を

表

現
し
た
い
。
悩

み
、
あ
が
く
中

で
、
一
筋
差
す

光

を

描

け

た

ら
」
｜
｜
眼
鏡

の
奥
の
ま
な
ざ

し
が
優
し
い
。

　
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
本
好
き

で
、
専
大
に
入

っ
た
の
は
文
芸

創
作
の
ゼ
ミ
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
か
ら
だ
。
指
導
は
作

家
で
も
あ
る
小
林
恭
二
教

授
。

　
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
も
入

り
、
小
説
、
戯
曲
、
漫
画
や

演
劇
と
創
作
活
動
に
励
ん

だ
。
09
年
に
卒
業
し
、
東
京

の
企
業
に
就
職
し
た
。
小
林

教
授
か
ら「
感
性
が
い
い
」と

言
わ
れ
た
小
説
は
少
し
書
い

て
は
、
や
め
…
…
を
繰
り
返

し
た
。「
こ
の
ま
ま
書
く
こ
と

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
の

か
と
い
う
状
況
で
し
た
」

　
転
機
は
11
年
の
東
日
本
大

震
災
。
故
郷
は
地
震
・
津
波

と
福
島
第
一
原
発
事
故
で
被

災
。
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
を

離
れ
る
人
、
残
る
人
に
分
か

れ
た
。

　「
南
相
馬
の
実
家
は
、
一

番
近
い
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
の

に
も
車
が
必
要
な
と
こ
ろ
。

離
れ
た
く
て
離
れ
た
生
ま
れ

故
郷
を
、
あ
ら
た
め
て
見
つ

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
震
災
の
翌
年
、
故
郷
を
舞

台
に
し
た
『
僕
の
災
い
』
が

誕
生
し
た
。
昨
年
、
８
年
勤

め
た
会
社
を
辞
め
、
小
説
家

と
し
て
歩
む
こ
と
を
決
意
。

次
作
は
家
族
を
テ
ー
マ
に
考

え
て
い
る
。

　「
続
け
る
こ
と
が
大
事
」

「
も
っ
と
間
口
を
広
げ
て
」

｜
｜
前
に
進
も
う
と
す
る
時

に
い
つ
も
胸
に
響
い
て
く
る

の
は
、
恩
師
・
小
林
教
授
の

言
葉
だ
。
デ
ビ
ュ
ー
後
も

〝
第
二
の
故
郷
〞
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
小
林
ゼ
ミ
を
訪
問

し
、
学
生
の
発
表
を
聴
く
。

彼
ら
の
ひ
た
む
き
な
表
情

に
、
自
ら
の
学
生
時
代
を
見

た
。

― 集団の孤独、心の隙間を表現 ―

小
説
家

こ
ざ
わ
た
ま
こ
さ
ん

（
平
21
文
）

平
成
最
後
の
園
遊
会

日
髙
理
事
長
が
出
席

ワ
イ
ン
大
学
開
催

　
ボ
ー
ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ
ー

２
０
１
８
解
禁
日
翌
日
の
11

月
16
日
、
校
友
会
が
主
催
す

る
第
13
回
ワ
イ
ン
大
学
が
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
小
宮
多
喜
次
校
友
会

庄教授に特別功労賞

育友会発展に尽力

　
教
職
員
と
し
て
初
め
て
専

修
大
学
特
別
功
労
賞
を
授
与

さ
れ
た
庄
菊
博
法
学
部
教
授

（
物
権
法
）
は
、
２
０
０
４

年
４
月
か
ら
育
友
会
主
任
教

授
を
務
め
て
き
た
。
在
任
期

間
（
来
年
３
月
ま
で
）
15
年

は
歴
代
最
長
。
表
彰
式
で
は

と
穏
や
か
に

語
る
。

　
来
年
３
月

の
定
年
退
職

で
育
友
会
主

任
教
授
の
任

も
解
け
る
。

「
今
後
は
教

員
Ｏ
Ｂ
と
し

て
校
友
の
一

人
と
し
て
、

育
友
会
の
活

動
を
見
守
っ

て

い

き

た

い
」
と
い
う
。

　
同
賞
の
授
賞
は
５
人
目
。

参
加
す
る
ご
父
母
・
保
護
者

が
増
え
て
い
る
。
単
位
が
足

り
ず
退
学
寸
前
の
学
生
が
、

話
し
合
い
で
生
活
を
立
て
直

し
、
卒
業
し
て
い
く
姿
を
見

る
の
が
や
り
が
い
に
な
っ

た
。「
時
代
が
変
わ
っ
て
も

親
と
子
の
関
係
は
同
じ
。
い

ろ
い
ろ
な
ご
父
母
・
保
護
者

に
お
会
い
し
て
楽
し
か
っ
た

し
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
」

日
髙
義
博
理
事
長
か
ら
専
大

と
育
友
会
の
連
携
推
進
に
尽

力
し
た
長
年
の
功
績
を
た
た

え
ら
れ
、「
記
念
す
べ
き
式

典
で
表
彰
し
て
い
た
だ
き
光

栄
で
す
」と
笑
顔
で
応
え
た
。

　
埼
玉
県
出
身
で
１
９
６
７

年
に
専
大
法
学
部
に
入
学
。

当
時
も
育
友
会
主
催
の
「
地

方
懇
談
会
」（
現
在
の
支
部

懇
談
会
）
は
あ
っ
た
が
、
庄

家
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
。「
特
に
相
談
事
が

な
く
て
も
ご
父
母
・
保
護
者

に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
支

部
懇
談
会
に
し
た
か
っ
た
。

大
学
と
の
距
離
を
少
し
で
も

縮
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
」

　
全
国
で
開
催
さ
れ
る
支
部

懇
談
会
で
は
、
63
会
場
の
ほ

ぼ
全
て
を
回
っ
た
。
最
近
は

学
業
や
生
活
面
の
相
談
だ
け

で
な
く
、
資
格
や
就
職
の
情

報
を
求
め
て
支
部
懇
談
会
に

育友会員と談笑する庄教授＝2007

年８月５日、長崎支部懇談会

受
賞
の
喜
び
を
語
る
庄
教
授

11
月
24
日

18
年
度
秋
の
叙
勲
・
褒
章

◇
瑞
宝
小
綬
章

林
栄
太
郎
氏
（
昭
49
法
・
新

潟
県
）
消
防
功
労

◇
旭
日
双
光
章

上
原
毅
氏
（
昭
45
経
営
・
北

海
道
）
地
方
自
治
功
労

◇
瑞
宝
双
光
章

小
幡
宰
氏
（
昭
46
経
営
・
山

口
県
）
日
本
国
在
外
公
館
業

務
功
労

◇
黄
綬
褒
章

笠
原
和
博
氏
（
昭
49
商
・
新

潟
県
）業
務
精
励（
金
融
業
）

学
生
、
教
員
、
地
域
の
方
々
が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
で
ボ
ー
ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
ワ
イ
ン
や
料
理
を
味
わ
う

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス


